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中小機構中部からのお知らせ
　高度化融資制度は、中小企業者が共同して経営基盤の強化を図るため、組合等を設立し工場団地、卸団地、
ショッピングセンター、共同施設などを建設する事業や第三セクター、商工会などが地域の中小企業者を支援
する事業をとおして、中小企業の経営の向上に寄与しています。
　高度化事業の特徴としては、①貸付は長期、低利です。償還期限は20年以内(据え置き期間：3年以内)、貸付金利
は年0.50％の固定金利（平成28年度貸付決定分）または無利子。貸付限度は原則、貸付対象施設（土地・建物・構築
物等）の整備に要する額の80％以内になっています。②都道府県が窓口となり、都道府県と中小機構が協調して
貸付け、一体となって支援します。③計画段階だけでなく貸付後も診断やアドバイスを実施します。高度化の円滑
な推進を図るため、高度化事業の実施を予定または実施している組合などに対し、高度化事業計画の立て方から
実施後の運営まで、各段階で生じる様々な問題の解決に向けた取り組みを支援するため、適切な専門家（企業連携
支援アドバイザー）を派遣します。④事業所税の非課税等の税制上の優遇措置が受けられます。

支援の詳細はホームページをご覧ください。　http://www.smrj.go.jp/chubu/area/index.html
お問い合わせは、中小機構中部（地域振興課）   Tel 052-205-6853

～高度化事業で施設・施設設備を～

先進組合を紹介します。先進組合を紹介します。
テーマ●組合事業による新たな展開

ちえのわ事業協同組合（北海道）

　協同組合を組織して生乳量の確保と販売の一元化を
図ることにより、従来の農協組織以外への新たな流通
ルートの確立と生乳単価の引上げを推進し、ひいては、
地域の基幹産業である酪農業の地位の底上げを目指す。   

http://chienowa-betsukai.jp/

ドブ板通り商店街振興組合（神奈川）

　毎週定例の打合せを実施するなど、常に組合員が意
見を交わせる体制が構築され、組合内の合意形成や意
思決定の仕組みがある。また、行政と連携し、地域を巻き
込んだ取組みに助力を得られており、組合・地域が一丸
となって取り組むことができている。

http://dobuita-st.com/
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